
「工業情報数理」 
単位数 ３単位 

学科・学年 情報電子科・第１学年 

 

１ 学習の到達目標等 

 

２ 学習計画 

 

３ 評価基準及び評価方法 

 ⑴ 評価基準 

  知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

・情報技術に関する基礎的

な知識と技術を理解し、

情報技術を利用した情報

の収集・処理・活用のた

めに必要な技能を身に付

けている。 

・諸問題の解決をめざして

みずから思考を深め、問

題解決方法を適切に判断

する能力を身に付けてお

り、情報技術を活用して

情報を処理・表現するこ

とができる。 

・情報技術に関する基礎的な

知識と技術に関心をもち、

その習得に向けて意欲的に

取り組むとともに、実際に

活用しようとする創造的・

実践的な態度を身に付けて

いる。 

学習の到達目標 

１ 工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数

理処理の理論 を理解するとともに，関連する技術を身に付ける。  
２ 情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し，工

業に携わる者 として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応

し解決する力を身に付ける。  
３ 工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用す

る力の向上を 目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的

に取り組む態度を身に付ける。 

使用教科書・副教材等 
工業情報数理(オーム社）・２級情報技術検定試験標準問題集(全国工業高

等学校長協会) 

学
期 

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 

考
査
範
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１
学
期 

１ 産業社会と情報技術 

 ⑴ 情報モラル 

⑵ 情報のセキュリティ管理 

２ コンピュータシステム 

 ⑴ ハードウエア 

 ⑵ ソフトウエア 

 ⑶ 情報通信ネットワーク 

３ 数理処理  

４ ・コンピュータの発達と利用例、情報化の進

展が産業社会に及ぼす影響、情報化社会で

守らなければならない自分と他人の権利や

ルールやモラルなどについて学習する。 

中
間 ５ 

６ 
・２進数や16進数などの数値の表現とその変換

について取扱い、次いで基本論理回路の学習

を通して加算回路などの論理回路を学習する｡ 

・ＯＳの基本的な機能とコンピュータの基本構

成や文書処理などについて学習する。 

期
末 

７ 

２
学
期 

 

４ アルゴリズムとプログラミング 

 ⑴ アルゴリズム  

 ⑵ プログラミング  

 

８ 
・言語を覚えるだけでなく、処理手順（アルゴ

リズム）をしっかり学習する。 

・フローチャート（流れ図）と、Ｃ言語のプロ

グラミングの基礎的な学習をする。 

中
間 

９ 
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11 期
末 12 

３
学
期 

２級情報技術検定受検 

 

⑶制御プログラミング 

１ 
・情報技術検定２級を受検することで、情報技

術や数理処理に関する基礎的な知識を身に付

ける。 

・コンピュータ制御の概要や特徴を理解する。 

・身のまわりの機器がコンピュータで制御され

ていることを知り、どのような制御を行って

いるか考察し、発表する。 
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年
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